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セミナーで会ったり、プライベートで一緒に飲んだり・・・？

とあるプロジェクトを一緒にやってみたり・・・？

Step1

Step2



目的を共有して「継続的に」協力する仲間づくり
単発の企画を一緒にやるだけではない
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沼田市、川場村、昭和村、みなかみ町という、

それぞれ異なる市町村の異なるスキルを持つ地域おこし協力隊で協力したら

地域のために色んなことができました。



→ 市町村間の力関係を反映させないためリーダー不在。

スキルに差があるということは個々の仕事量にも差が出る。

・ 一人よりやれることが多くなる。

・ 同じ事をやるのでも、皆でやれば地域の注目度が上がる。

→ 単純なマンパワーだけでなく、他市町村の地域資源も活用できるため。

・ 休日がなくなる。

・ 責任の所在や負担の分担の問題。

→ 1人の活動は主にその市町村の住民が注目するだけ。

4人で活動すれば4つの市町村の住民が注目する。県や新聞も動く。

広域連携のススメ … と、課題。

→ 村の地域おこし「+α」の仕事。休日に作業・会議をする。
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不要不急の外出を控えてもらうということから

道の駅もゴールデンウィーク中は全面休業することを決定。

客数も激減し、さらにそれがいつ終わるかわからないような状況。

村に全く新しいものを作るよりも、

今ある魅力を継続的に発信していくことを選択。

今、村に来られない人にも「落ち着いたら行きたい」

と思ってもらえるようにWeb上で発信することに。
そして、昭和村は“やさい王国”で、

自分は「野菜ソムリエ」でもあり、

すると、必然的に・・・
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緊急事態宣言後から村内飲食店の客が減少。

話を聞くと、前年比9割減の店や長期休業を決める店も。

ただ、そういった飲食店で

クラスターはもちろん、感染者を出すだけでも

店にとって致命的なダメージを与えることに他ならない。

飲食店側も手をこまねいていたわけではなく、

新しい業態への挑戦も始めていた。

そこで、その動きを応援するために取った手段は・・・





昭和村の中にある温泉施設もコロナ禍で春は休業し、夏に再開。

しかし、温泉という特性上どうしても客数は減少。

一方で、売り先の減少・客数減などといった理由から

加工食品の事業者もいまだに売り上げが低迷していた。

もともと温泉や村内事業者を支援したいと考えており、

それぞれ別個に考えていた両者を結び付け、企画考案。

ただし、温泉で1日だけの大きな企画はできないため・・・



小さな商店街 in 昭和の湯小さな商店街 in 昭和の湯

11月の毎週日曜日に全4回に分けて昭和の湯で販売会を開催。

これにより、副産物的に

「温泉・事業者への継続的な支援」を訴えることにも成功。

一方で、回数を分けたことで

1日におけるイベントの魅力度は相対的に減少する。

それを逆手に取る形で再訪率を高める仕掛けも用意。

また、事業者同士でコラボしたセット商品を販売することで

イベントテーマの「支え合い」を体現。
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